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自主改善内容：対象となるステーベース全てを対策品と交換する。 

識別：対策製品の本体部Ａに白色のペイントを塗布する。 
注：     は自主改善により交換する部品を示す。 

後付け部品のステーベースにおいて、当該ステーベースの車体固定部分とステーの溶接が不適切

なため、当該溶接部分の強度が不足しているものがある。そのため、そのままの状態で使用を続

けると、当該溶接部分に亀裂が入り、ステーとともにトップケースが脱落するおそれがある。 
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